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県民の安全・安心を築く！
（ 治 山 事 業 ）
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表紙●治山事業では災害現場の早期復旧を図り、安心・安
全な県土づくりを目指しています。写真は崩壊した
斜面に吹付け基材固定のための金網を張る作業状
況（現場：中津川市）。９月は台風の多い時期、災害
への備えをしっかり行いましょう!
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「第48回東海地区みどりの少年団サマージャンボリ
ー」

［公益社団法人岐阜県緑化推進委員会　専務理事　田中 敏隆］

　８月６日に東海三県のみどりの少年団員４５名が一堂に集い、
「第４８回東海地区みどりの少年団（隊）サマージャンボリー」を岐
阜県不破郡関ケ原町の「関ケ原ふれあいセンター」で開催しまし
た。岐阜県からは、海津市みどりの少年団、揖斐川町の北方小
学校みどりの少年団、高山市の本郷小学校みどりの少年団の３
少年団２３名が参加しました。
　今回も日帰りの日程での開催で、午前中は全員で関ケ原町歴
史民俗学習館の川島学芸員による「関ケ原合戦と関ケ原の地形」
についてのお話しとクイズで楽しく学習することが出来ました。

　午後からは２つのグループに分かれて交互に岐阜関ケ原古戦場
記念館の見学と木工クラフトに取り組みました。
　古戦場記念館では迫力ある映像に少し驚いた団員もいました
が、午前中のお話で聞いたことが映像でも見ることができ、関
ケ原合戦についての理解が深まったのではないかと思います。

　また、木工クラフトでは、本巣市内の家具メーカーの岐阜カリ
モクの協力により、はじめに家具に使う木の種類や、その木を
使ってどのように家具をつくるのか学び、その後に用意していた
だいた製造過程で出る様々な形や大きさの端材を自由な発想で
組み合わせ、思い思いに動物や家具、オブジェなど作りました。

　熱中症の心配もあり屋内での活動が中心になりましたが、学習
や活動を通じてみんなは、すぐに仲良くなり、団員同士の絆や交
流も深まり、夏休みの良い思い出になったと思います。
　次回は、愛知県での開催を予定していますので、県内からも多
くのみどりの少年団の皆さんの参加を期待しています。

を開催しました

歴史学習の様子

木工クラフト製作の様子

古戦場記念館5階展望室からの見学の様子

集合写真（みどりの少年団勢ぞろい）

開催日 行事名等 内　容　等
場　所

申込（問合せ）先／ TEL 

9月30日（月）
締切

令和７年用国土緑化・
育樹運動の標語募集

令和７年用の国土緑化・育樹運動のポスターなどで使
用する標語を募集します。

公益社団法人岐阜県緑化推進委員会
TEL：058-273-7577

10月2日（水） 狩猟免許試験
（第一種銃猟）

狩猟免許取得のための試験を実施します。
●時間：9：30～17：00
●申込：9/4～9/18
※事前に申請書類等の提出が必要です。詳しくは右記

にお問い合わせください。

揖斐総合庁舎大会議室

各地域を所管する県事務所等、または
環境生活政策課
TEL:058-272-8231

森林・林業関係イベントカレンダー（9～10月）
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地域の人

県内最大級の
シイタケ生産者をご紹介

本田　育丈さん
株式会社マルエイ　
アグリ事業部　部長
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０
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　「森
の
ジ
ョ
ブ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ぎ
ふ
」ま
で

【
就
業
の
き
っ
か
け
は
？
】

　
小
さ
い
頃
か
ら
自
然
に
触
れ
る
の
が
好

き
で
、
山
に
入
っ
て
遊
ん
だ
り
し
て
い
ま

し
た
。
そ
ん
な
山
の
素
晴
ら
し
さ
を
伝
え

る
仕
事
に
就
き
た
く
、
学
び
な
が
ら
伝
え

ら
れ
る
林
業
に
就
き
ま
し
た
。

【
就
業
し
て
の
感
想
は
？
】

（
仕
事
で
楽
し
い
こ
と
）

　
そ
の
現
場
で
し
か
見
ら
れ
な
い
よ
う
な

動
植
物
や
、景
色
を
見
ら
れ
る
こ
と
で
す
。

日
常
で
は
見
ら
れ
な
い
も
の
が
あ
る
の

で
、
現
場
を
移
動
す
る
た
び
に
目
に
入
る

自
然
の
景
色
が
変
化
す
る
こ
と
が
小
さ
な

楽
し
み
で
す
。

（
仕
事
で
辛
い
こ
と
）

　
斜
面
が
急
な
と
こ
ろ
で
の
伐
採
や
、
伐

り
出
し
た
材
木
の
造
材
作
業
な
ど
で
す

が
、
１
番
辛
い
と
感
じ
る
の
は
、
架
線
集

材
で
ワ
イ
ヤ
ー
を
引
っ
張
っ
て
材
木
の
と

こ
ろ
ま
で
持
っ
て
い
く
こ
と
で
す
。
距
離

が
あ
っ
た
り
傾
斜
が
急
だ
っ
た
り
と
、
状

況
が
様
々
な
た
め
１
回
引
く
だ
け
で
も
か

な
り
ヘ
ト
ヘ
ト
に
な
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど

で
し
た
。

【
自
信
が
つ
い
て
き
た
仕
事
は
？
】

　
林
業
に
就
く
前
よ
り
、
伐
採
の
技
術
や

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
扱
い
は
上
手
く
な
っ
た

と
思
っ
て
い
ま
す
。

【
山
づ
く
り
へ
の
思
い
】

　
山
は
危
険
が
多
い
と
い
う
悪
い
イ
メ
ー

ジ
か
ら
、山
に
入
ら
な
い
、も
し
く
は
入
っ

た
こ
と
が
な
い
人
達
が
多
い
と
思
い
ま

す
。
少
し
で
も
多
く
の
人
が
山
に
入
り
自

然
を
体
感
で
き
る
よ
う
、
人
が
山
に
入
り

や
す
い
山
づ
く
り
を
し
て
い
き
た
い
な
と

考
え
て
い
ま
す
。

【
今
後
の
抱
負
】

　
林
業
と
は
少
し
か
け
離
れ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
多
く
の
人
が
安
全
に
楽
し
く

山
に
入
り
、
自
然
を
学
び
、
体
感
が
出
来

る
よ
う
な
山
を
作
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

【
代
表
者
か
ら
の
エ
ー
ル
】

　
伊
藤
さ
ん
は
、
将
来
的
に
「
木
育
」
に

関
わ
り
た
い
と
い
う
希
望
を
も
っ
て
仕
事

を
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
日
々
、
力
を
つ

け
て
い
る
姿
に
は
、
感
動
し
て
い
ま
す
。

【
林
業
を
志
す
人
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
】

　
急
激
な
勢
い
で
木
材
利
用
へ
の
期
待
が

大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
心
と
な

る
林
業
技
術
者
と
し
て
一
緒
に
活
躍
し
ま

し
ょ
う
。

（中央）　伊藤さん
（左）澤指導員　　（右）山田社長

伊
藤
翠
樹
さ
ん

（
２
０
２
３
年
入
社
　
八
百
津
町
出
身
）

【
笠
原
木
材
株
式
会
社
（
高
山
市
）】

社
社

●詳しい内容を知りたい方は ＴＥＬ ０５8ｰ272ｰ8496 岐阜県林政部森林保全課水源林保全係まで

水源地域で土地の売買等又は開発行為をする場合は
事前の届出が必要です

　岐阜県では、「清流の国ぎふ」の大切な水源を保全するため「岐阜県水源地域保全条例」
を制定しています。
　条例に基づき、令和６年７月末現在、２２市町村、２７４箇所、約６万８千ヘクタールの森林
が水源地域に指定されています。
　水源地域に指定された土地の売買等を行う場合には、その契約の３０日前までに県への
届出が必要です。
　また、1ha以下の開発（林地開発許可または保安林内作業許可の対象となる開発を除く）
や、建物等の設置、水を採取するための設備の設置を行う場合には、行為を行おうとする
６０日前までに県への届出が必要です。　

　この条例は、水源林が私たちの知らないうちに売買され、違法に木が
伐採されたり、開発されたりすることを防ぐための重要な役割を果たして
いますので、事前の届出にご協力をお願いします。

検索岐阜県水源地域保全条例

水源地域の指定状況

水源林（高山市朝日町小谷・甲）

　水源地域の位置や届出の詳しい内容は、岐阜県ホームページでご確認
ください。
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生
産
管
理
に
関
す
る
取
組
み
を
し
て
い
る
と

伺
い
ま
し
た

　

今
年
５
月
に
菌
床
生
シ
イ
タ
ケ
・
乾
燥
シ
イ

タ
ケ
に
関
し
て
有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
証
を
取
得
し
ま

し
た
。

　

ま
た
Ｇ
Ａ
Ｐ
に
準
じ
た
生
産
管
理
も
継
続
し

て
実
施
し
て
お
り
、
コ
ロ
ナ
禍
で
中
断
し
て
し

ま
っ
た
シ
イ
タ
ケ
の
輸
出
販
売
の
再
開
も
見
据

え
て
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
の
取
組
み
を
教
え
て
く
だ
さ
い

　

地
球
環
境
に
や
さ
し
い
安
心
・
安
全
な
農
業

を
通
じ
て
、
環
境
・
農
産
物
・
人
と
つ
な
が
り

あ
う
す
べ
て
の
命
が
輝
く
永
続
的
に
発
展
す
る

幸
せ
社
会
の
実
現
に
貢
献
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
資
源
循
環
を
含
め
環
境
に
や
さ

し
い
農
業
、
休
耕
地
の
活
用
・
雇
用
の
創
出
を

通
じ
た
地
域
の
活
性
化
な
ど
自
社
の
取
組
み
を

推
進
す
る
と
同
時
に
そ
の
輪
を
拡
げ
て
い
き
ま

す
。

　

今
回
は
森
林
を
起
源
と
す
る
木
材
以
外
の
生

産
物
、
「
特
用
林
産
物
」
に
関
す
る
紹
介
を
し

ま
す
。
特
用
林
産
物
の
代
表
は
シ
イ
タ
ケ
で
す

が
、
令
和
５
年
次
調
査
に
お
い
て
岐
阜
農
林
事

務
所
管
内
で
最
も
シ
イ
タ
ケ
生
産
量
が
多
い
の

は
株
式
会
社
マ
ル
エ
イ
で
す
。

　

今
回
、
株
式
会
社
マ
ル
エ
イ
の
ア
グ
リ
事
業

部
本
田
部
長
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

生
産
の
規
模
を
教
え
て
く
だ
さ
い

　

ア
グ
リ
事
業
部
は
「
輝

か
が
や
きフ
ァ
ー
ム
」
と
し

て
、
山
県
市
に
て
ハ
ウ
ス
16
棟
、
延
床
面
積
６
，

４
０
０
㎡
で
年
間
菌
床
約
34
万
個
を
使
っ
て
シ

イ
タ
ケ
の
栽
培
を
し
て
お
り
、
昨
年
の
生
産
量

は
約
２
０
５
ｔ
で
し
た
。

　

以
前
は
輸
入
菌
床
を
使
用
し
て
い
ま
し
た

が
、
今
は
全
て
国
産
菌
床
で
の
栽
培
で
、
今
後

は
岐
阜
県
産
菌
床
の
み
の
栽
培
を
視
野
に
入
れ

て
い
ま
す
。
菌
床
の
国
産
化
に
お
い
て
栽
培
管

理
の
調
整
が
必
要
に
な
り
、
一
時
生
産
量
が
落

ち
込
み
ま
し
た
が
、
工
夫
と
改
善
を
重
ね
生
産

量
は
回
復
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
輝

か
が
や
きフ
ァ
ー
ム
で
は
近
隣
の
休
耕
地

や
耕
作
放
棄
地
を
賃
貸
借
し
、
露
地
で
野
菜
も

生
産
し
て
い
ま
す
。
栽
培
品
目
は
加
工
用
ト
マ

ト
、
タ
マ
ネ
ギ
、
サ
ツ
マ
イ
モ
、
エ
ダ
マ
メ
、

カ
ボ
チ
ャ
な
ど
で
有
機
野
菜
を
目
指
し
、
減
農

薬
・
減
化
成
肥
料
で
栽
培
し
て
い
ま
す
。

シ
イ
タ
ケ
の
贈
答
用
の
セ
ッ
ト
も
あ
る
よ
う
で

す
ね

　

大
き
く
肉
厚
な
も
の
を
贈
答
用
に
「
大だ

い

地ち

の

輝か
が
や
き」
と
し
て
販
売
し
て
お
り
、
社
内
外
に
て
愛

用
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
と
と
も
に
、
山
県
市

の
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
と
し
て
も
採
用
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
お
客
様
の
ご
都
合

に
合
わ
せ
て
新
鮮
な
シ
イ
タ
ケ
を
お
届
け
で
き

る
「
ギ
フ
ト
カ
ー
ド
」
も
好
評
価
を
得
て
い
ま

す
。マ

ル
エ
イ
に
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ

り
ま
す
が
、シ
イ
タ
ケ
栽
培
を
含
む
農
業
に
参

入
し
た
の
は
な
ぜ
で
す
か
？

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
多
様
化
や
日
本
の
食
料
自
給

率
を
支
え
る
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
と
い
っ
た

社
会
的
課
題
に
対
峙
し
、
マ
ル
エ
イ
の
企
業
理

念
の
元
、
命
の
源
で
あ
る
「
食
」
を
通
じ
て
こ

れ
ら
諸
課
題
を
解
決
し
、
永
続
的
・
発
展
的
な

幸
せ
社
会
を
創
造
す
る
べ
く
参
入
し
ま
し
た
。

本
田
部
長
は
き
の
こ
栽
培
に
詳
し
か
っ
た
の
で

す
か
？

　

い
い
え
。
私
が
本
社
に
配
属
さ
れ
て
い
た

時
、
ア
グ
リ
事
業
準
備
室
が
立
ち
上
が
り
シ
イ

タ
ケ
生
産
へ
参
入
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

以
来
10
年
間
、
輝

か
が
や
きフ
ァ
ー
ム
で
シ
イ
タ
ケ
・
野

菜
の
栽
培
に
関
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
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 保安林における制限

　保安林とは、水源のかん養、土砂の崩壊その他の災害の防備、生活環境の保全・形成等特定の公益目的を達成するため、農林水
産大臣又は都道府県知事によって指定された森林です。
　保安林では、それぞれの目的に沿った森林の機能を確保するため、立木の伐採や土地の形質の変更等が規制されています。
　今回は、立木の伐採の制限について説明します。

～立木の伐採の制限～
必ず事前の手続きが必要です

手   続   期   間

伐採を開始する日の30日前までに申請

伐採を開始する日の90日から20日前までに届出

皆伐限度面積の公表の日（年４回）から30日以内に申請

伐採を開始する日の90日から20日前までに届出

提 出 先

県農林事務所

県農林事務所

県農林事務所

市町村

手 続 き 方 法

天然林は許可が必要

人工林は届出が必要

許可が必要

届出が必要

伐採方法

間　　伐

皆　伐

択　伐
主　伐

注意事項

伐採の制限について

伐採をする場合は、許可又は届出など事前の手続が必要です。また、皆伐を行う場合は、伐採現場に伐採旗の設置が必要となります。
詳細は、各県農林事務所にお問い合わせください。

●詳しい内容を知りたい方は TEL 058-272-1111内線（4412または4413） 森林保全課森林管理係まで

⑴ 伐採が禁止されている保安林があります。
⑵ 主伐（択伐・皆伐）は、市町村森林整備計画で定める標準伐期齢に満たない立木は伐採できません。
⑶ 皆伐限度面積の公表の日は、２月１日、６月１日、９月１日、１２月１日（土日及び祝日を除く。）の年４回です。
⑷ 間伐は、樹冠疎密度（林地面積に対する立木の樹冠投影面積との比率）が80％に達していない森林では行うことは
　 できません。

●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
７
７
―
６
３
―
２
３
１
５

　
　
　
　飛
騨
市
宮
川
振
興
事
務
所（
地
域
振
興
課
）ま
で

補
強
土
壁
天
端
部
雪
害
対
策
の
検
討
に
つ
い
て

飛
騨
市
役
所
　
　
村
田
　
武

　
事
業
概
要
と
背
景

　

岐
阜
県
最
北
部
の
飛
騨
市
宮
川
町
で
は
、

昭
和
六
十
年
よ
り
森
安
地
区
と
万
波
地
区
を

結
ぶ
森
林
管
理
道
森
安
～
万
波
線
（
幅
員

4.0
m
、
計
画
延
長
約
12
㎞
、
全
体
事
業
費
約

21
億
円
、
事
業
期
間
46
年
）
の
開
設
事
業
を

進
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
8.7
㎞
完
成
し
、

現
在
は
標
高
1
，
0
0
0
m
付
近
で
工
事
を

施
工
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
二
年
十
一
月
に
完
成
し
た
補
強
土
壁

天
端
部
の
破
損
が
、
令
和
四
年
五
月
に
確
認

さ
れ
た
た
め
（
図
1
）、
今
回
、
そ
の
原
因
調

査
と
改
善
対
策
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
調
査
と
原
因

●
補
強
土
壁
の
状
態

　

被
災
し
た
補
強
土
壁
は
、ワ
イ
ヤ
ー
ウ
ォ
ー

ル
で
豪
雪
地
域
の
経
験
を
参
考
に
し
た
天
端

堆
雪
対
策
を
し
て
い
ま
し
た
。（
図
2
）

　

ま
た
、
現
地
調
査
の
結
果
、
中
～
上
段
に

変
位
や
沈
下
、
壁
面
の
膨
ら
み
や
漏
水
、
補

強
材
の
劣
化
や
盛
土
材
流
出
、
盛
土
法
面
等

に
洗
堀
や
浸
水
痕
が
な
か
っ
た
た
め
、
補
強

土
壁
の
地
盤
や
盛
土
材
、
施
工
等
に
問
題
は

な
か
っ
た
と
判
断
し
ま
し
た
。

●
飛
騨
市
の
雪
害

　

補
強
土
壁
が
被
災
し
た
冬
期
間
は
、
飛
騨

市
各
地
で
雪
害
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
中
で

も
、
同
町
に
あ
る
池
ケ
原
湿
原
（
標
高
1
，

0
0
0
m
）
で
は
木
道
が
約
90
m
に
わ
た
り

転
倒
し
ま
し
た
。（
図
3
）
当
初
、
湿
地
内

の
支
持
杭
沈
下
に
よ
り
転
倒
し
た
と
思
わ
れ

ま
し
た
が
、
調
査
の
結
果
、
そ
れ
ら
に
変
位

は
な
く
、
木
道
の
積
雪
と
大
き
く
堆
雪
し
た

雪
庇
（
雪
が
庇
の
よ
う
に
せ
り
出
し
て
い
る

状
態
）
が
木
道
肩
を
引
っ
張
り
、
支
柱
破
断

し
た
こ
と
が
原
因
で
し
た
。

●
飛
騨
市
の
気
象
状
況

　

雪
害
が
相
次
い
だ
気
象
状
況
（
気
象
庁 

飛
騨
市
河
合
町
）
を
調
査
し
ま
し
た
。
令
和

四
年
は
、二
月
の
降
雪
量
2
7
5
㎝
（
1
6
3

㎝
）、
積
雪
量
1
7
9
㎝
（
1
2
7
㎝
）
は

と
も
に
非
常
に
多
く
、
三
月
の
降
雪
量
は
71

㎝
（
70
㎝
）
と
平
均
で
し
た
が
、
積
雪
量
は

1
5
5
㎝
（
90
㎝
）
で
、
こ
ち
ら
も
非
常
に

多
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
さ
ら
に

こ
の
時
期
は
、
寒
暖
差
が
厳
し
く
融
雪
と
降

雪
を
繰
り
返
し
た
た
め
、
こ
の
地
域
特
有
の

水
分
の
多
い
湿
っ
た
雪
が
、
よ
り
重
く
堆
積

し
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

※
（　
　

）
は
過
去
10
年
平
均
値

　

こ
れ
ら
か
ら
、
天
端
の
破
損
も
湿
原
の
木

道
同
様
に
過
剰
な
積
雪
や
雪
庇
に
よ
り
、
外

側
へ
想
定
以
上
の
引
張
力
が
生
じ
た
こ
と
が

原
因
と
推
測
さ
れ
ま
し
た
。（
図
4
）

　
雪
害
対
策
の
検
討
　

　

令
和
四
年
度
及
び
令
和
五
年
度
に
お
い

て
、
2
パ
タ
ー
ン
の
雪
害
対
策
を
施
工
し
ま

し
た
。
ど
ち
ら
も
、
今
日
ま
で
破
損
は
確
認

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

●
天
端
堆
雪
対
策
の
改
良
（
令
和
四
年
度
）

　

前
回
の
補
強
土
壁
と
同
製
品
を
使
用
し
、

天
端
対
策
を
改
良
し
ま
し
た
。
前
回
の
耐
雪

部
材
に
加
え
、天
端
肩
と
法
面
に
コ
ン
ク
リ
ー

ト
を
使
用
し
、
耐
雪
性
強
化
と
滑
落
促
進
を

よ
り
向
上
し
た
構
造
と
し
ま
し
た
。（
図
5
、

6
）

　

堆
雪
や
雪
庇
に
強
い
補
強
土
壁
と
な
り
ま

し
た
が
、
工
事
費
や
施
工
負
担
が
増
と
な
り
、

ま
た
天
端
と
壁
面
が
コ
ン
ク
リ
ー
ト
や
砕
石

の
た
め
、
そ
の
箇
所
の
緑
化
衰
退
が
課
題
と

な
り
ま
し
た
。

図１ 天端部が破損した補強土壁
（令和４年５月　撮影）

図２ 破損した補強土壁天端構造図
（赤文字：天端堆雪対策工）

図４ 天端被災の推定メカニズム

図３ 雪庇により転倒した木道
（令和４年４月　撮影）
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⑴ 伐採が禁止されている保安林があります。
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　 できません。

●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
７
７
―
６
３
―
２
３
１
５

　
　
　
　飛
騨
市
宮
川
振
興
事
務
所（
地
域
振
興
課
）ま
で

●
製
品
の
見
直
し
（
令
和
五
年
度
）

　

施
工
業
者
よ
り
資
材
運
搬
や
施
工
が
容
易

で
あ
る
フ
ォ
ー
ト
ラ
ッ
ク
工
法
の
提
案
が
あ

り
、
採
用
し
た
事
例
と
な
り
ま
す
。（
図
7
）

ジ
オ
テ
キ
ス
タ
イ
ル
で
製
品
自
体
が
壁
面
と

補
強
材
を
全
体
的
に
一
体
化
さ
せ
る
巻
込
式

の
た
め
、
天
端
肩
が
強
化
さ
れ
た
構
造
と

な
っ
て
い
ま
す
。（
図
8
）
特
別
な
堆
雪
対
策

の
必
要
も
な
く
、
施
工
性
や
環
境
性
に
合
っ

た
補
強
土
壁
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

た
だ
し
、
直
高
5
m
程
度
ま
で
の
施
工
条

件
や
、
今
回
同
等
以
上
の
気
象
条
件
に
耐
え

ら
れ
る
か
、ま
た
コ
ス
ト
面
の
比
較
等
と
い
っ

た
様
々
な
検
証
が
今
後
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
今
後
の
取
組
み
　

　

標
高
が
高
く
工
期
が
限
ら
れ
て
い
る
現
場

は
、
施
工
性
と
安
全
性
が
求
め
ら
れ
、
耐
久

性
や
持
続
性
、
環
境
に
あ
っ
た
構
造
物
を
検

討
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
を
総
合

的
に
判
断
し
、
持
続
可
能
な
林
道
の
整
備
を

進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

図５ 改良した天端構造図
（赤文字：改良箇所）

図７ フォートラックRS工法
（令和５年８月　撮影）

図８ 巻込式の状況写真と構造図

図６ 改良した補強土壁
（令和４年１０月　撮影）
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ド
ク
ダ
ミ
や
セ
ン
ブ
リ
と
並
び
称
さ

れ
る
３
大
民
間
薬
の
ゲ
ン
ノ
シ
ョ
ウ
コ
が

花
を
咲
か
せ
て
い
ま
し
た
。

　

ゲ
ン
ノ
シ
ョ
ウ
コ
（G

e
r
a
niu

m
 

thunbergii

）
は
茎
葉
に
下
向
き
の

毛
が
多
数
あ
り
、
地
面
を
這
う
細
い
茎

に
長
い
葉
柄
を
持
つ
葉
を
対
生
さ
せ
ま

す
。
葉
は
掌
状
に
3
～
5
深
裂
し
、
裂

片
の
先
も
3
裂
し
ま
す
。
春
先
の
葉
の

多
く
は
赤
紫
色
の
斑
点
が
入
り
、
成
長

す
る
と
斑
点
は
な
く
な
り
ま
す
。

　

夏
か
ら
秋
に
か
け
て
咲
く
５
弁
花
は

淡
紫
色
の
筋
が
入
り
、
花
弁
の
色
あ
い

は
紅
紫
色
や
淡
紅
色
～
白
色
と
変
異
が

あ
り
ま
す
。
一
説
に
は
東
日
本
は
白
色
系

が
多
く
、
西
日
本
は
赤
色
系
の
花
が
多

い
と
さ
れ
ま
す
。

　

果
実
が
熟
す
と
中
軸
に
沿
っ
て
5
片

に
裂
け
て
先
が
丸
く
な
り
、
御
輿
（
み
こ

し
）
の
屋
根
を
連
想
さ
せ
る
た
め
ミ
コ
シ

グ
サ
（
御
輿
草
）
の
名
が
あ
り
ま
す
。

　

昔
は
日
当
た
り
の
良
い
道
端
や
野
山

な
ど
に
ご
く
普
通
に
見
ら
れ
る
薬
草
で

し
た
が
、
最
近
は
外
見
が
よ
く
似
た
外

来
種
の
ア
メ
リ
カ
フ
ウ
ロ
が
繁
殖
し
て
い

る
の
が
目
立
ち
ま
す
。

　

貝
原
益
軒
の
『
大
和
本
草
（
１
７
０
８

年
）
』
に
は
「
陰
干
し
に
し
て
粉
末
に

し
、
湯
に
て
服
す
。
能
く
痢
を
治
す
。

赤
痢
に
尤
も
可
也
。
ま
た
煎
じ
て
も
或

は
細
末
に
し
丸
薬
と
し
て
皆
効
果
が
あ

る
。
本
草
に
は
此
功
能
を
の
せ
ず
。
本
草

は
毒
草
類
に
の
せ
た
り
。
然
れ
ど
も
毒

な
し
と
い
う
。
一
度
植
え
れ
ば
繁
殖
し
除

き
難
い
」
と
記
さ
れ
、
ゲ
ン
ノ
シ
ョ
ウ
コ

の
効
能
や
繁
殖
力
の
強
さ
が
つ
づ
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
小
野
蘭
山
の
『
本
草
網
目
啓
蒙

（
１
８
０
３
年
）
』
に
は
「
根
苗
と
も
に

粉
末
に
し
て
一
味
用
い
て
痢
疾
を
療
す

る
に
効
あ
り
、
故
に
ゲ
ン
ノ
シ
ョ
ウ
コ
と

言
う
。」
と
あ
り
、
昔
か
ら
下
痢
止
め
に

煎
じ
て
飲
め
ば
た
ち
ま
ち
効
く
「
現
の

証
拠
」
で
あ
る
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

薬
効
成
分
は
主
に
タ
ン
ニ
ン
の
一
種
で

あ
る
ゲ
ラ
ニ
イ
ン
と
数
種
の
フ
ラ
ボ
ノ
イ

ド
で
、
ゲ
ラ
ニ
イ
ン
は
下
痢
に
、
ま
た
フ

ラ
ボ
ノ
イ
ド
類
は
便
秘
に
効
果
が
あ
り

ま
す
。
一
見
矛
盾
す

る
よ
う
で
す
が
両

成
分
と
も
病
気
の

原
因
に
な
る
過
酸

化
物
を
消
去
す
る

の
に
役
立
ち
、
飲
み

過
ぎ
て
も
便
秘
や

下
痢
な
ど
の
副
作

用
が
な
く
、
優
れ
た

健
胃
整
腸
剤
な
の

で
す
。
同
じ
よ
う
な

薬
効
成
分
は
イ
チ
ゲ
フ
ウ
ロ
、
タ
チ
フ
ウ

ロ
、
コ
フ
ウ
ロ
、
ヒ
メ
フ
ウ
ロ
な
ど
に
も

含
ま
れ
ま
す
。

　

昔
か
ら
「
ゲ
ン
ノ
シ
ョ
ウ
コ
は
土
用
の

丑
の
頃
に
採
取
し
ろ
」
と
言
わ
れ
ま
す
。

こ
れ
は
第
１
に
夏
に
花
が
咲
く
た
め
、

葉
の
外
観
が
よ
く
似
た
ト
リ
カ
ブ
ト
や

キ
ツ
ネ
ノ
ボ
タ
ン
な
ど
の
有
毒
な
キ
ン

ポ
ウ
ゲ
科
植
物
と
区
別
し
易
い
こ
と
。

第
２
に
6
月
～
8
月
に
は
タ
ン
ニ
ン
類

の
含
有
量
が
最
大
に
な
り
、
12
月
～
2

月
に
最
小
に
な
る
た
め
、
１
年
分
の
薬

草
を
こ
の
時
期
に
採
取
す
る
の
で
す
。白色系の花を咲かせたゲンノショウコ
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２
０
１
４
年
、
ド
イ
ツ
・
ロ
ッ
テ
ン
ブ
ル
ク

２
０
１
４
年
、
ド
イ
ツ
・
ロ
ッ
テ
ン
ブ
ル
ク

大
学
と
の
連
携
協
定
締
結
以
来
、
森
林
文
化

大
学
と
の
連
携
協
定
締
結
以
来
、
森
林
文
化

ア
カ
デ
ミ
ー
の
森
林
環
境
教
育
専
攻
で
は
、
シ

ア
カ
デ
ミ
ー
の
森
林
環
境
教
育
専
攻
で
は
、
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
留
学
生
の
受
け
入
れ
、
共
同
研

ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
留
学
生
の
受
け
入
れ
、
共
同
研

究
、
視
察
研
修
な
ど
数
々
の
事
業
を
積
極
的
に

究
、
視
察
研
修
な
ど
数
々
の
事
業
を
積
極
的
に

展
開
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
２
０
２
０
年
に
は

展
開
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
２
０
２
０
年
に
は

ド
イ
ツ
の
森
林
教
育
施
設
を
参
考
に
日
本
初
の

ド
イ
ツ
の
森
林
教
育
施
設
を
参
考
に
日
本
初
の

森
林
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
「

森
林
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
「m

orinos
m

orinos

（
モ
リ

（
モ
リ

ノ
ス
）
」
が
学
内
に
誕
生
し
ま
し
た
。
そ
し
て

ノ
ス
）
」
が
学
内
に
誕
生
し
ま
し
た
。
そ
し
て

こ
の
連
携
協
定
で
初
訪
独
し
た
際
、
私
は
「
は

こ
の
連
携
協
定
で
初
訪
独
し
た
際
、
私
は
「
は

だ
し
の
ト
レ
イ
ル
」
に
出
会
っ
て
し
ま
っ
た
の

だ
し
の
ト
レ
イ
ル
」
に
出
会
っ
て
し
ま
っ
た
の

で
す
。

で
す
。

は
だ
し
の
ト
レ
イ
ル
と
は
、
土
、
泥
、
石
、

は
だ
し
の
ト
レ
イ
ル
と
は
、
土
、
泥
、
石
、

木
、
水
な
ど
様
々
な
素
材
を
足
裏
で
感
じ
な
が

木
、
水
な
ど
様
々
な
素
材
を
足
裏
で
感
じ
な
が

ら
歩
く
こ
と
が
で
き
る
ト
レ
イ
ル
で
、
ド
イ
ツ

ら
歩
く
こ
と
が
で
き
る
ト
レ
イ
ル
で
、
ド
イ
ツ

で
は
郊
外
の
森
や
公
園
で
よ
く
見
か
け
ま
す
。

で
は
郊
外
の
森
や
公
園
で
よ
く
見
か
け
ま
す
。

気
軽
に
歩
け
る
よ
う
、
脱
い
だ
靴
を
入
れ
る
コ

気
軽
に
歩
け
る
よ
う
、
脱
い
だ
靴
を
入
れ
る
コ

イ
ン
ロ
ッ
カ
ー
や
、
足
洗
い
場
が
整
備
さ
れ
て

イ
ン
ロ
ッ
カ
ー
や
、
足
洗
い
場
が
整
備
さ
れ
て

い
た
り
、
足
湯
や
ロ
ッ
キ
ン
グ
チ
ェ
ア
な
ど
リ

い
た
り
、
足
湯
や
ロ
ッ
キ
ン
グ
チ
ェ
ア
な
ど
リ

ラ
ッ
ク
ス
で
き
る
仕
掛
け
が
あ
っ
た
り
、
は
だ

ラ
ッ
ク
ス
で
き
る
仕
掛
け
が
あ
っ
た
り
、
は
だ

「「m
orino de van

m
orino de van

（
森
の
出
番
）
」
に
、
移

（
森
の
出
番
）
」
に
、
移

動
型
は
だ
し
の
ト
レ
イ
ル
を
積
み
込
み
、
東
京

動
型
は
だ
し
の
ト
レ
イ
ル
を
積
み
込
み
、
東
京

赤
坂
Ｔ
Ｂ

赤
坂
Ｔ
Ｂ
ＳＳ
前
で
開
催
さ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
に
出

前
で
開
催
さ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
に
出

展
し
ま
し
た
。
す
る
と
ど
う
で
し
ょ
う
、
子
ど

展
し
ま
し
た
。
す
る
と
ど
う
で
し
ょ
う
、
子
ど

も
た
ち
は
、
こ
の
感
覚
に
飢
え
て
い
た
か
の
よ

も
た
ち
は
、
こ
の
感
覚
に
飢
え
て
い
た
か
の
よ

う
に
、
何
度
も
歩
き
回
り
足
裏
の
感
触
を
楽
し

う
に
、
何
度
も
歩
き
回
り
足
裏
の
感
触
を
楽
し

み
続
け
て
い
た
の
で
す
。

み
続
け
て
い
た
の
で
す
。

こ
の
活
動
を
続
け
て

こ
の
活
動
を
続
け
て
55
年
、
県
内
外
で
こ

年
、
県
内
外
で
こ

の
「
は
だ
し
の
ト
レ
イ
ル
」
が
教
育
現
場
や
公

の
「
は
だ
し
の
ト
レ
イ
ル
」
が
教
育
現
場
や
公

園
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
少
し
ず
つ
広
ま
っ
て
い

園
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
少
し
ず
つ
広
ま
っ
て
い

る
よ
う
で
す
。
実
は
、
世
界
で
も
ド
イ
ツ
か
ら

る
よ
う
で
す
。
実
は
、
世
界
で
も
ド
イ
ツ
か
ら

始
ま
り
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
、
ロ
シ
ア
、
韓
国
な

始
ま
り
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
、
ロ
シ
ア
、
韓
国
な

ど
世
界
中
に
広
ま
っ
て
い
ま
す
。
か
つ
て
原
野

ど
世
界
中
に
広
ま
っ
て
い
ま
す
。
か
つ
て
原
野

や
森
を
は
だ
し
で
歩
い
て
い
た
私
た
ち
人
類
の

や
森
を
は
だ
し
で
歩
い
て
い
た
私
た
ち
人
類
の

記
憶
が
、
あ
の
感
覚
を
も
う
一
度
取
り
戻
そ
う

記
憶
が
、
あ
の
感
覚
を
も
う
一
度
取
り
戻
そ
う

と
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

と
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

バ
ー
チ
ャ
ル
な
世
界
が
発
展
し
て
い
く
こ
れ

バ
ー
チ
ャ
ル
な
世
界
が
発
展
し
て
い
く
こ
れ

か
ら
の
時
代
、
私
た
ち
は
生
き
物
と
し
て
の
バ

か
ら
の
時
代
、
私
た
ち
は
生
き
物
と
し
て
の
バ

ラ
ン
ス
を
保
つ
た
め
に
も
、
五
感
で
リ
ア
ル
に

ラ
ン
ス
を
保
つ
た
め
に
も
、
五
感
で
リ
ア
ル
に

感
じ
る
体
験
を
意
識
的
に
取
り
入
れ
て
い
く
必

感
じ
る
体
験
を
意
識
的
に
取
り
入
れ
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。
ホ
モ
サ
ピ
エ
ン
ス
が
生
ま
れ

要
が
あ
り
ま
す
。
ホ
モ
サ
ピ
エ
ン
ス
が
生
ま
れ

た
森
の
空
間
や
里
山
は
、
そ
の
た
め
の
最
高
の

た
森
の
空
間
や
里
山
は
、
そ
の
た
め
の
最
高
の

空
間
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
し
ょ
う
。

空
間
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
し
ょ
う
。

そ
う
そ
う
、
こ
れ
は
余
談
で
す
が
、
「
は
だ

そ
う
そ
う
、
こ
れ
は
余
談
で
す
が
、
「
は
だ

し
」
で
は
な
く
「
は
だ
か
の
ト
レ
イ
ル
」
も

し
」
で
は
な
く
「
は
だ
か
の
ト
レ
イ
ル
」
も
1010

年
近
く
前
か
ら
真
剣
に
構
想
し
て
い
ま
す
。
興

年
近
く
前
か
ら
真
剣
に
構
想
し
て
い
ま
す
。
興

味
の
あ
る
方
、
新
た
な
テ
ー
マ
パ
ー
ク
を
計
画

味
の
あ
る
方
、
新
た
な
テ
ー
マ
パ
ー
ク
を
計
画

中
の
方
、
ご
連
絡
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

中
の
方
、
ご
連
絡
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

し
で
歩
き
な
が
ら
楽
し
め
る
ア
ー
ト
や
写
真
、

し
で
歩
き
な
が
ら
楽
し
め
る
ア
ー
ト
や
写
真
、

自
然
解
説
が
展
示
さ
れ
て
い
る
ト
レ
イ
ル
も
あ

自
然
解
説
が
展
示
さ
れ
て
い
る
ト
レ
イ
ル
も
あ

り
ま
す
。
全
長

り
ま
す
。
全
長

２
〜
３

２
〜
３
kmkm
に
も
に
も

及
ぶ
は
だ
し
の

及
ぶ
は
だ
し
の

ト
レ
イ
ル
を
、

ト
レ
イ
ル
を
、

家
族
や
友
人
と

家
族
や
友
人
と

お
し
ゃ
べ
り
し

お
し
ゃ
べ
り
し

な
が
ら
ゆ
っ
く

な
が
ら
ゆ
っ
く

り
と
楽
し
む
ド

り
と
楽
し
む
ド

イ
ツ
の
人
々
の

イ
ツ
の
人
々
の

姿
が
印
象
的
で

姿
が
印
象
的
で

し
た
。

し
た
。

「
日
本
に
も
広
め
た
い
！
」
帰
国
後
、
当
時
企

「
日
本
に
も
広
め
た
い
！
」
帰
国
後
、
当
時
企

画
中
だ
っ
た

画
中
だ
っ
たm

orinos
m

orinos

（
モ
リ
ノ
ス
）
の
構
想

（
モ
リ
ノ
ス
）
の
構
想

に
早
速
盛
り
込
み
ま
し
た
。
そ
の
後
、
清
水
建

に
早
速
盛
り
込
み
ま
し
た
。
そ
の
後
、
清
水
建

設
株
式
会
社
と
の
連
携
協
定
で
「
は
だ
し
の
広

設
株
式
会
社
と
の
連
携
協
定
で
「
は
だ
し
の
広

場
」
を
整
備
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
、
そ

場
」
を
整
備
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
、
そ

こ
か
ら
つ
な
が
る
森
の
中
の
「
は
だ
し
の
ト
レ

こ
か
ら
つ
な
が
る
森
の
中
の
「
は
だ
し
の
ト
レ

イ
ル
」
を
、
ド
イ
ツ
の
よ
う
に
専
門
の
業
者
が

イ
ル
」
を
、
ド
イ
ツ
の
よ
う
に
専
門
の
業
者
が

作
る
の
で
は
な
く
、
あ
え
て
「
県
民
参
加
型
」

作
る
の
で
は
な
く
、
あ
え
て
「
県
民
参
加
型
」

で
作
る
こ
と
に
し
た
の
で
す
。

で
作
る
こ
と
に
し
た
の
で
す
。

「
は
だ
し
」
「
健
康
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
で

「
は
だ
し
」
「
健
康
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
で

集
ま
っ
た
県
民
が
毎
月
集
ま
り
、
森
を
観
察
し

集
ま
っ
た
県
民
が
毎
月
集
ま
り
、
森
を
観
察
し

な
が
ら
、
ど
こ
に
ト
レ
イ
ル
を
つ
け
る
か
、
ど

な
が
ら
、
ど
こ
に
ト
レ
イ
ル
を
つ
け
る
か
、
ど

う
し
た
ら
森
へ
の
イ
ン
パ
ク
ト
を
最
小
限
に
抑

う
し
た
ら
森
へ
の
イ
ン
パ
ク
ト
を
最
小
限
に
抑

え
ら
れ
る
か
な
ど
、
専
門
家
に
聞
き
な
が
ら
作

え
ら
れ
る
か
な
ど
、
専
門
家
に
聞
き
な
が
ら
作

業
を
進
め
て
い
き
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
「
は

業
を
進
め
て
い
き
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
「
は

だ
し
の
森
」
と
名
付
け
た
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

だ
し
の
森
」
と
名
付
け
た
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
通
し
て
、
森
や
動
植
物
、
土
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ドイツの「はだしのトレイル」

トレイルにはいろいろな足裏の感触が
待っている（ラトビアにて）

県民と一緒にはだしの森をつくる
morino de vanによる

「はだしのトレイル」＠赤坂

＊「はだしの森」に興味のある＊「はだしの森」に興味のある
方、「morinosチャンネル」の方、「morinosチャンネル」の
「はだしの森」プロジェクトの「はだしの森」プロジェクトの
動画集をお楽しみください。動画集をお楽しみください。
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まあるいつみきのお星さま
　講師はぎふ木育協会の野村美香さん。ぎふ木遊館でもおなじみの「まあるいつみき
mini」を製作するときにできた端材を4つ組み合わせて、お星さまの形のアクセサリーをつ
くるプログラムです。
　はじめに、16種類の木の端材から、好きなものを選んでボンドで固定しました。ボンド
が乾くのを待つ間に、講師の野村さんから木のおはなしを聞きます。針葉樹と広葉樹の特
徴や使われ方を教わったところで、しっかり固定されたお星さまを磨きます！ 　
　いとのこでくりぬかれたばかりの端材はささくれがたくさんあり、参加者は荒い紙やすり
がボロボロになるぐらい一生懸命磨いて平らにしました。次は細かい紙やすりでもっと磨
いて、自分だけの手触りの良いお星さまを作っていました。
　最後に、希望者はオイルで塗装をし、自分好みのビーズやひもを選んで、ブレスレットま
たはネックレスに仕上げました。
　参加者からは「いろいろな木について知ることができて楽しかった」「かわいいペンダン
トをつくれてうれしい」等の感想をいただき、できあがったアクセサリーを身に着けて会場
を出る皆さんの顔はとても嬉しそうでした。

こっぱーTOY～作ってみよう！木のおもちゃ～
　講師はNPO法人岐阜県木育推進協議会の菱田美和子さん。小さな木っ端（こっぱ）から自由に木のおもちゃを作るプログラム
です。この講座の面白いところは、「こっぱー」というオリジナル木っ端磨き装置を使うところです！福引のガラガラのような箱の
内側に紙やすりが取り付けられており、手でガラガラと箱を回すことで、中に入ったたくさんの木っ端の角がとれて滑らかにな
り、楽しく材料磨きができる優れものです。「こっぱー」を開けると、ホワンと木の香りが漂い、色々な形の木っ端が登場します。こ
れには子どもたちの表情もぱっと明るくなりました。かたや真剣に材料を選ぶ工作好きのお母さんもいらっしゃいました。
　着色と組み立ての時間に入ると、子どもたちの想像の世界が広がります。どの参加者もとても集中して、思い思いの作品をつく
りました。参加者からは、「木をたくさん使えて、理想のかたちの木っ端もあったのでよかった」「素敵なにおいに囲まれて、私（大
人）も嬉しかった」等の感想をいただきました。

　ぎふ木遊館では、大型木製遊具や木のおもちゃで楽しく木にふれあってもらうこと以外に、土日・祝日を中心に、季節
に合った遊びや木のものづくりなどの木育プログラムを開催しています。
　今回はその中の「まあるいつみきのお星さま」と「こっぱー TOY～作ってみよう！木のおもちゃ～」の２つのプログラム
を紹介します。

まあるいつみきの端材

一生懸命磨いて滑らかに

「こっぱー」をぐるぐる回して材料磨き 中には材料の木っ端がたくさん！ 完成品

秋篠宮妃紀子さまが御視察されました
　令和6年7月18日、岐阜市で開催された第60回献血運動推進全国大会に秋篠宮皇嗣妃
殿下紀子さまが出席され、大会後に当館を御視察されました。
　当館では、木育ひろばの丸太トンネルや桐のベンチをご覧になられた後、いづみ第二幼
稚園の園児の皆さんとイプブロックによるリズム遊びをされました。また、清流木玉プール
では園児と一緒に中に入って遊びを楽しまれていました。次に、赤ちゃんひろばをご覧にな
り、クーゲルバーン等で遊んでいる親子にお声がけをされました。赤ちゃんひろばを利用し
た保護者の一人は、「木のボールを転がしてきれいな音色が鳴って子どもが手を叩いて喜
ぶ姿を、紀子さまも一緒に拍手をしてくださり優しい眼差しで微笑んでくださいました」と
話されていました。

News！
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morinosHP YouTube
 「morinosチャンネル」

出前体験！！

https://morinos.net

検索「morinosチャンネル」

１０：００～１６：００

毎週火・水曜日

ホームページ

YouTube

開　館　時　間

定　休　日

岐阜県立森林文化アカデミー・森林総合教育センター（愛称ｍｏｒｉｎｏｓ）で実施している出前体験についてご紹介します！

morinosでは、森に親しむ入口となる様々なプログラムを開催しています。今回は、6月29日（土）に岐阜メモリアルセンターで
実施された「FC岐阜ホームゲーム　十六フィナンシャルグループサンクスマッチ」のイベントに出展してきました。当日は朝方の雨
が嘘のように晴れ、400人近い人がmorinosのブースへ足を運んでくださいました。

このイベントは、FC岐阜のホームゲームのキックオフ前に行われたもので、「はだしのトレイル」の他、「森のアロマづくり」、「ヒ
ノキのおがくずまくら体験」を実施しました。

体験者の中には、森林文化アカデミーやmorinosに興味を持ってくださる方もいて、中には「最近行ってないので、今度久々に行

きたいと思います」や「実際に森の中でハンモックに揺られてみたいので、今度morinosに行きます」と言ってくださった方もいま

した。

今回、体験を楽しんだ人はたくさんいましたが、自然っていいなと思った人は少ないかもしれません。しかし、今回の体験がいず

れ自然に興味を持つ誰かの小さなきっかけになっている可能性もあるのではないでしょうか。その誰かが、森林に目を向け、この

先も守っていこうと思ってくれたらうれしいです。

morinos HPでは、こうしたプログラムから日常風景まで、様々な活動報告を行っています。興味を持ってくださった方は、morinos
のHP、ＹｏｕTｕｂｅ動画をご覧ください。

はだしで自然物の上を歩く
「はだしのトレイル」

ヒノキのおがくずを詰めた
「森のアロマづくり」

＜「はだしのトレイル」を出前！～FC岐阜　十六フィナンシャルグループサンクスマッチ～＞

ハンモックで
「ヒノキのおがくずまくら体験」

「はだしのトレイル」では
シカの冬毛が大人気

捨てられてしまうはずの
おがくずがアロマに大変身

「気持ちいい」とハンモックに対する感想も
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●詳しい内容を知りたい方は TEL ０５８-２７２-８8２１  森林活用推進課 木育推進係まで

『森林・環境税』で“緑豊かな清流の国ぎふづくり” 
シリーズ

5
　県では、「清流の国ぎふ森林・環境税」を活用し、県民みんなで豊かな自然環境を守る様々な
取組みを行っています。こうした取組みの内容について連載で紹介します。

ぎふの木育教材導入支援事業

　将来の森林づくりを担う子どもたちが、直接木を見て触れることのできる木製学習教材や木のおもちゃの導入を
支援し、「ぎふ木育」を普及します。人や自然に対する思いやりや情緒豊かな心を育むとともに、木材利用や環境
保全に対する理解につなげます。

○補助対象者：市町村、学校法人、社会福祉法人、一般社団法人、医療法人、子育て関連のＮＰＯ法人　等

○対 象 施 設：県内の幼稚園、保育所、認定こども園、小中学校、義務教育学校、市立特別支援学校、児童福祉
施設、地域子育て支援拠点施設、認可外保育所、託児所、活動場所が特定されている放課後等デ
イサービス事業所・親子サポート教室・公民館、保育・幼児教育等の学科を有する大学等

○補　助　率：導入経費の１／２以内
　　　　　　　（補助金の上限額100千円／施設、木製品キットは上限額3千円／1キット）
　　　　　　　（※ぎふ木育教室を実施する場合の木育教材導入経費：導入経費の10 ／10
　　　　　　　　　（導入経費が20千円を超える部分は１／２）以内。上限100千円／施設）
　　　　　　　（※ぎふ木育ひろば認定時の木育教材導入経費：導入経費の10 ／10以内。上限100千円）

事業目的

　計画値60施設を上回る74施設の導入に対して支援しました。導入した木育教材の利用者数は延べ5,435名で
あり、多くの子どもに木とふれあい親しむ機会を設けることができました。 

　導入施設へのアンケート結果では、子どもたちや保護者の反応が「非常によかった」が70%、「よかった」が
30%で、合わせて100%でした。具体的には、下記のような感想がありました。

「実際に触って遊ぶことで香りや質感など心地よさを感じ、木の名前への興味も広がった」
「木の良い香りがする県産材を利用し、地産地消の学習にもつながった。」
「保育に木育を取り入れていることに保護者からも好感を持たれている」

令和5年度の実施状況

　ぎふ木育の取組みで必要となる木育教材（木のおもちゃ、木製品キット等）の導入を支援します。

事業内容

児童福祉施設に導入されたぎふの木のおもちゃ 中学校の技術科の授業で使用する木工キット

ー 岐阜県木の国・山の国県産材利用促進協定締結者のご紹介 ー

　県では、「岐阜県木の国・山の国県産材利用促進条例」に基づき、事業者と協定を締結し、県産材の利用を促進
する構想の実現に向けて連携して取り組むことで、脱炭素社会の実現や循環型社会の形成、地域経済の活性化を
目指しています。
　令和６年２月２８日に第２回目となる協定締結式を執り行い、１１事業者（１０協定）と協定を締結しました。その
各協定締結者の取組みを紹介します。

＜今までの取組み内容＞
　私たち凰建設は、世界に誇れるような性能や
快適性、機能性、さらには日本の匠の技を駆使し
て日本の風土にあった日本人が心地よいと思え
る家づくりを目指しています。
　自社の山から直接伐り出す桧はもちろん、地
元の長良杉など、家づくりに岐阜県産材を使う
ことは、私たちのモットーである、家づくりで地
域を豊かにすることに繋がります。
　新築工事には必ず岐阜の木を使用しており、
柱や梁の見える構造は、お客様からもご好評を
いただいております。

＜今後の取組み内容＞
　今後、さらに県産材の利用を増やしていくた
めに、非住宅建築物の木造化にも力を入れてい
きます。
　まずは、岐阜市内に木造店舗を建築し、机や
いすは岐阜県産材を使用したものを導入する予
定です。　
　新築する店舗や導入する備品の情報は、ホー
ムページやSNS等で広く発信していく予定です。

＜事業者概要＞
〇所在地　
　岐阜市芥見南山3-5-31
〇主な業務内容　
建設業
〇ホームページURL
　https://www.ohtori.net/
〇Instagram・X・YouTubeなどのSNSで
情報配信しております！

凰建設株式会社（岐阜市）
おおとり

9

各協定締結者には、県産材の活用について積極的な普及啓発に努めていただきます。
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ー 岐阜県木の国・山の国県産材利用促進協定締結者のご紹介 ー

　県では、「岐阜県木の国・山の国県産材利用促進条例」に基づき、事業者と協定を締結し、県産材の利用を促進
する構想の実現に向けて連携して取り組むことで、脱炭素社会の実現や循環型社会の形成、地域経済の活性化を
目指しています。
　令和６年２月２８日に第２回目となる協定締結式を執り行い、１１事業者（１０協定）と協定を締結しました。その
各協定締結者の取組みを紹介します。

＜今までの取組み内容＞
　私たち凰建設は、世界に誇れるような性能や
快適性、機能性、さらには日本の匠の技を駆使し
て日本の風土にあった日本人が心地よいと思え
る家づくりを目指しています。
　自社の山から直接伐り出す桧はもちろん、地
元の長良杉など、家づくりに岐阜県産材を使う
ことは、私たちのモットーである、家づくりで地
域を豊かにすることに繋がります。
　新築工事には必ず岐阜の木を使用しており、
柱や梁の見える構造は、お客様からもご好評を
いただいております。

＜今後の取組み内容＞
　今後、さらに県産材の利用を増やしていくた
めに、非住宅建築物の木造化にも力を入れてい
きます。
　まずは、岐阜市内に木造店舗を建築し、机や
いすは岐阜県産材を使用したものを導入する予
定です。　
　新築する店舗や導入する備品の情報は、ホー
ムページやSNS等で広く発信していく予定です。

＜事業者概要＞
〇所在地　
　岐阜市芥見南山3-5-31
〇主な業務内容　
建設業
〇ホームページURL
　https://www.ohtori.net/
〇Instagram・X・YouTubeなどのSNSで
情報配信しております！

凰建設株式会社（岐阜市）
おおとり

9

各協定締結者には、県産材の活用について積極的な普及啓発に努めていただきます。
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把
握
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
範
囲
は
地
形
に
関
係
な
く
表
示
し
た

も
の
な
の
で
、
ド
ン
グ
リ
な
ど
主
に
重
力
で

散
布
さ
れ
る
樹
種
に
つ
い
て
は
、
現
地
踏
査

に
よ
っ
て
地
形
の
状
況
（
整
備
対
象
地
と
母

樹
と
の
位
置
関
係
）
を
確
認
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。　

　

こ
の
ほ
か
、
現
地
踏
査
で
は
、
侵
入
し
た

広
葉
樹
の
定
着
や
成
長
を
阻
害
す
る
要
因
な

ど
、
様
々
な
条
件
を
確
認
し
、
計
画
を
精
査

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
現
地
で
確
認
す
る

べ
き
諸
条
件
を
整
理
す
る
た
め
、
現
在
、
人

工
林
内
へ
の
広
葉
樹
侵
入
の
実
態
に
つ
い
て

県
内
の
調
査
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

距
離
区
分
図
に
つ
い
て
は
、
現
時
点
の
成

果
分
（
一
部
地
域
は
作
成
・
調
整
中
）
を
提
供

可
能
で
す
。
使
用
時
の
感
想
や
現
地
と
の
整

合
な
ど
に
つ
い
て
教
え
て
い
た
だ
き
、
改
善
を

し
て
い
き
た
い
の
で
、
関
心
の
あ
る
方
は
森

林
研
究
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
*1
）
こ
の
取
組
み
に
お
い
て
は
、
針
広
混
交
林

を
、「
高
木
性
の
針
葉
樹
と
広
葉
樹
が
林
冠
層
で

混
交
し
た
林
」
と
定
義
し
ま
す
。

（
*2
）
画
像
解
析
ソ
フ
ト
（E

N
V

I

）
の
オ
ブ
ジ
ェ

ク
ト
分
類
（Feature E

xtraction

）。

（
*3
）（
国
研
）
森
林
総
合
研
究
所
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ

(https://w
w

w
.ffpri.affrc.go.jp/

research/saizensen/index.htm
l)

　

研
究
紹
介
>
研
究
成
果
>
研
究
成
果

2
0
2
0
年
紹
介
分
>「
樹
木
の
種
子
は
意
外

と
遠
く
に
届
か
な
い
」

図２　環境保全林内の針葉樹人工林の状況を確認した事例
        (a) 森林配置計画（将来目標区分）の状況
             （境界より上部：木材生産林，下部：環境保全林）
         (b) 環境保全林内の針葉樹人工林と広葉樹林の分類
         (c) 広葉樹林の林縁からの距離幅（30m）の図示

図１  森林空中写真の画像分類により広葉樹林を抽出し
た結果（左図）と林縁からの距離幅を作成した例

●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
7
5
ー
3
3
ー
2
5
8
5

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

森
林
研
究
所
ま
で

い
ま
す
。
距
離
区
分
の
図
は
、
そ
の
た
め
の

技
術
指
針
の
一
部
と
し
て
用
い
る
こ
と
を
想

定
し
て
作
成
し
て
い
ま
す
。

作
成
の
方
法

　

距
離
区
分
図
は
、
森
林
空
中
写
真
の
デ
ジ

タ
ル
オ
ル
ソ
画
像
を
使
っ
て
作
成
し
ま
す
。

画
像
中
の
地
物
の
色
や
形
の
特
徴
を
解
析

し
、
針
葉
樹
人
工
林
／
広
葉
樹
林
／
竹
林
／

裸
地
な
ど
に
分
類
（
*2
）
の
う
え
、
広
葉
樹

林
部
分
の
み
を
抽
出
し
て
G
I
S
上
で
林

縁
か
ら
距
離
幅
を
描
き
ま
す
（
図
１
）。

　

県
全
体
の
民
有
林
を
対
象
に
作
成
す
る
に

あ
た
り
、
先
ず
は
水
平
距
離
30
ｍ
の
幅
で
県

内
一
円
を
試
作
し
ま
し
た
。
こ
の
幅
は
、
樹

木
の
種
子
散
布
距
離
に
関
す
る
研
究
事
例

（
*3
）
を
参
考
に
、
様
々
な
樹
種
の
種
子
が

国
有
林
の
現
場
か
ら

95

森
林
環
境
学
習
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム

　
　 

Ｚ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｎ
Ｇ（
ゾ
ー
リ
ン
）
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国
有
林
の
現
場
か
ら

95

森
林
環
境
学
習
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム

　
　 
Ｚ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｎ
Ｇ（
ゾ
ー
リ
ン
）

◆
ル
ー
ル

　

ト
ラ
ン
プ
の
七
な
ら
べ
の
要
領
で　

地

拵
か
ら
伐
採
ま
で
の「
事
業
カ
ー
ド
」を
順

番
に
並
べ
て
自
分
の「
森も

り林
」を
作
っ
て
い

く
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
で
す
。

　

カ
ー
ド
に
は「
事
業
カ
ー
ド
」の
ほ
か
に

３
種
類
あ
り
、
そ
れ
ら
を
ゲ
ー
ム
の
中
で

使
い
な
が
ら
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

実
際
に
山（
森
林
）で
起
き
て
い
る
、
ニ
ホ

　

今
回
は
、
東
北
森
林
管
理
局
よ
り
、
小

中
学
生
向
け
の
森
林
環
境
教
育
教
材
カ
ー

ド
ゲ
ー
ム「
Ｚ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
」（
ゾ
ー
リ
ン
）

を
紹
介
し
ま
す
。

◆「
Ｚ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
」と
は

　

小
中
学
生
が
森も

り林
づ
く
り
を
楽
し
く
学

べ
る
森
林
環
境
教
育
の
教
材
と
し
て
、
三

陸
中
部
森
林
管
理
署
の
若
手
職
員
６
人
が

制
作
し
ま
し
た
。
地
拵
か
ら
主
伐
ま
で
の

森も

り林
づ
く
り
の
過
程
を
テ
ー
マ
に
、
４

～
５
人
の
プ
レ
イ
ヤ
ー
が「
自
分
の
森も

り林

づ
く
り（
森
林
整
備
）」を
競
う
対
戦
型
の

カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
で
す
。

◆
特
徴

○
森
林
整
備
の
過
程
を
題
材
に
し
ま
し

た
。

〇
児
童
生
徒
が
主
体
的
に
森
林
や
林
業
を

学
び
、
興
味
を
も
つ
き
っ
か
け
と
な
る
よ

う
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
に
し
ま
し
た
。

〇
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
り
や
す
く

な
る
よ
う
、
ゲ
ー
ム
性（
攻
守
、
勝
敗
）を

盛
り
込
み
ま
し
た
。

〇
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
は
、
直
感
的
に
プ

レ
イ
で
き
る
、
シ
ン
プ
ル
で
ポ
ッ
プ
な
親

し
み
や
す
い
も
の
に
し
ま
し
た
。

ン
ジ
カ
に
よ
る
食
害
や
松
く
い
虫
に
よ
る
虫

害
な
ど
の「
被
害
カ
ー
ド
」は
他
の
プ
レ
イ

ヤ
ー
の
森も

り林
づ
く
り
を
攻
撃
し
被
害
を
与

え
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
被
害
を
防
ぐ
た

め
ハ
ン
タ
ー
や
薬
の「
対
策
カ
ー
ド
」を
使

う
こ
と
で
防
御
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

自
分
の
森も

り林
の
整
備
が
進
ま
な
い
場
合

は「
事
業
者
カ
ー
ド
」で
事
業
を
１
つ
進
め

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

勝
敗
は
各
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
森も

り林
づ
く
り

（
森
林
整
備
）の
進
み
具
合
に
よ
っ
て
決
ま

り
ま
す
。

　
「
被
害
カ
ー
ド
」に
は
山
火
事
や
集
中
豪

雨
を
数
枚
加
え
て
い
ま
す
。

　

自
分
の
森も

り林
づ
く
り
が
ど
ん
な
に
進
ん

で
い
て
も
、
一
瞬
で
山
を
丸
ご
と
消
滅
さ

せ
ら
れ
て
し
ま
う
恐
ろ
し
い
カ
ー
ド
で

す
。
実
際
に
は
多
く
起
こ
る
事
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
自
然
災
害
の
恐
ろ
し
さ
を
感

じ
と
れ
る
と
思
い
ま
す
。

◆
反
応
や
感
想

　

「
１
本
の
木
が
育
つ
ま
で
の
大
変
さ

を
知
る
こ
と
が
で
き
た
」
、
「
定
期
的
な

森
林
の
手
入
れ
が
必
要
な
こ
と
が
わ
か
っ

た
」
や
、
「
ク
マ
の
カ
ー
ド
を
追
加
し
て

ほ
し
い
」
な
ど
の
発
展
的
な
提
案
も
あ
り

ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
プ
レ
イ
体
験
後
の
児
童
生
徒

が「
じ
ご
し
ら
え
」や「
し
た
が
り
」な
ど
専

門
用
語
を
口
に
し
て
い
る
様
子
が
見
ら
れ

ま
し
た
。

◆
ゲ
ー
ム
を
通
し
て
伝
え
た
い
こ
と

　

長
い
年
月
を
か
け
て
育
て
た
木
々
が
伐

採
ま
で
た
ど
り
つ
い
た
時
の
喜
び
は
も
ち

ろ
ん
、
植
え
た
木
が
シ
カ
に
食
べ
ら
れ
た

り
、
山
火
事
が
起
き
て
す
べ
て
燃
え
て
し

ま
っ
た
り
と
悲
し
い
ア
ク
シ
デ
ン
ト
な
ど

を
ゲ
ー
ム
内
で
体
験
す
る
こ
と
で
、
林
業

に
携
わ
る
人
々
の
や
り
が
い
や
も
ど
か
し

さ
を
少
し
で
も
感
じ
、
児
童
生
徒
に
は

森
林
の
大
切
さ
と
林
業
と
い
う
仕
事
を
知

り
、
森
林
へ
親
し
み
を
感
じ
て
も
ら
う
ア

イ
テ
ム
と
な
れ
ば
と
思
い
ま
す

◆
詳
し
い
情
報
は
コ
チ
ラ

　
（
東
北
森
林
管
理
局

　
　
　

三
陸
中
部
森
林
管
理
署

　
　
　

  　

Ｚ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
普
及
委
員
会
）
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普及コーナー

●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
、き
の
こ
に
関
す
る
相
談
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

0
5
7
5
―
3
5
―
2
5
3
5

　
　
　
　森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー

　
　
　
　
　
　き
の
こ
振
興
セ
ン
タ
ー

　技
術
普
及
係
ま
で

「きのこ振興センター」の活動
■森林文化アカデミー　森林技術開発支援センター

　技術普及係　田中　郁男

●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
７
５
ー
３
５
ー
２
５
３
５

　森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー

　
　森
林
技
術
開
発・支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　普
及
企
画
係
ま
で

岐
阜
県
で
は
、
森
林
の
有
す
る
多
面

的
機
能
の
発
揮
と
林
業
の
持
続
的
か
つ

健
全
な
発
展
の
た
め
、
林
業
普
及
指
導

員
（
Ａ
ｇ
）
を
置
き
、
県
内
各
地
で
林

業
普
及
指
導
事
業
を
推
進
し
て
い
ま

す
。林

業
普
及
指
導
員
が
業
務
を
実
施
す

る
に
あ
た
り
、
総
合
的
な
視
点
を
も
っ

て
地
域
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、

県
内
各
地
の
普
及
活
動
の
実
績
の
発
表

と
、
普
及
活
動
全
般
に
つ
い
て
の
意
見

交
換
を
行
う
、
林
業
普
及
活
動
意
見
交

換
会
を
８
月
７
日
（
水
）
に
開
催
し
ま

し
た
。

意
見
交
換
会
で
は
、
林
業
普
及
実
績

発
表
と
し
て
、
県
内
各
地
の
事
例
が
４

件
発
表
さ
れ
ま
し
た
の
で
簡
単
に
紹
介

し
ま
す
。

発
表
１
　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
普
及
支
援

の
一
例
　
岐
阜
農
林
事
務
所

事
業
体
へ
Ｇ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
測
量
機
器
の
活

用
を
促
す
た
め
、
機
械
の
取
り
扱
い
等

に
つ
い
て
の
研
修
会
を
実
施
。
ま
た
、

導
入
済
み
の
事
業
体
に
対
し
、
活
用
に

向
け
た
支
援
を
実
施
。

発
表
２
　
可
茂
地
域
広
葉
樹
整
備
方

針
〜
シ
イ
タ
ケ
原
木
生
産
林
の
造
成
〜

　
可
茂
農
林
事
務
所

可
茂
地
域
は
原
木
シ
イ
タ
ケ
の
生
産

地
で
あ
り
、
原
木
を
地
域
で
安
定
的
に

供
給
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
広
葉

樹
施
業
の
勉
強
会
の
開
催
や
、
広
葉
樹

林
の
整
備
指
針
の
策
定
を
実
施
。

発
表
３
　
定
点
観
測
に
よ
る
き
の
こ

生
産
者
の
現
状
分
析
と
課
題
把
握
、
そ

し
て
、
課
題
に
対
す
る
普
及
指
導
１
年

目
の
取
組
み
　
恵
那
農
林
事
務
所

地
域
の
中
核
的
き
の
こ
生
産
者
へ
の

定
期
的
な
動
向
調
査
を
通
じ
、
き
の
こ

生
産
振
興
に
向
け
た
課
題
な
ど
を
把

握
。
ま
た
、
担
い
手
確
保
に
向
け
た
高

校
と
生
産
者
と
の
連
携
づ
く
り
や
、
生

産
資
材
の
供
給
不
足
・
価
格
高
騰
へ
の

対
応
に
つ
い
て
の
支
援
を
実
施
。

発
表
４
　
飛
騨
市
の
森
林
整
備
体
制

の
構
築
に
つ
い
て
　
飛
騨
農
林
事
務
所

天
然
林
の
割
合
の
高
い
飛
騨
市
に
お

い
て
、
特
定
間
伐
計
画
を
策
定
し
、
小

規
模
な
森
林
に
お
い
て
も
森
林
整
備
を

推
進
で
き
る
体
制
を
構
築
。

参
加
者
に
よ
る
投
票
で
最
優
秀
と

な
っ
た
恵
那
農
林
事
務
所
に
は
、
10
月

に
富
山
県
で
行
わ
れ
る
林
業
普
及
指
導

員
中
部
・
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
で
、
岐
阜
県
代
表
と
し
て
発
表
し
て

も
ら
う
予
定
で
す
。

森
林
技
術
開
発
・
支
援
セ
ン
タ
ー

　林
業
普
及
通
信

林
業
普
及
活
動
意
見
交
換
会
を
開
催
し
ま
し
た

す
る
こ
と
も
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
な
具
体
的
な
数
値
等
を
示
す
と

と
も
に
、夏
場
の
培
養
の
良
し
悪
し
が
、

秋
以
降
の
発
生
に
大
き
く
影
響
す
る
こ

と
を
説
明
し
、
翌
年
度
は
、
夏
場
の
菌

床
の
温
度
も
気
に
し
て
、
温
度
を
抑
え

る
よ
う
助
言
し
て
い
ま
す
。

　
②
経
験
の
浅
い
生
産
者
の
栽
培
指
導

　
「
新
た
に
き
の
こ
生
産
を
始
め
た
。」

「
き
の
こ
の
栽
培
品
目
を
替
え
た
。」「
き

の
こ
栽
培
を
引
き
継
い
だ
。」な
ど
経
験

の
浅
い
生
産
者
も
み
え
ま
す
。

　

あ
る
生
産
者
の
施
設
を
伺
っ
た
時
の

こ
と
。

　
「
し
い
た
け
が
出
す
ぎ
て
困
っ
て
る

の
。
一
人
で
は
取
り
切
れ
な
い
の
。」と

途
方
に
暮
れ
て
み
え
ま
し
た
。

　

こ
の
方
は
、
こ
れ
ま
で
夫
婦
で
栽
培

さ
れ
て
お
り
、
収
穫
や
パ
ッ
ク
詰
め
を

担
当
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
ご
主
人
が

亡
く
な
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
発
生
操
作

も
行
う
必
要
が
生
じ
ま
し
た
。
見
よ
う

見
ま
ね
で
、
1,
5
0
0
個
の
菌
床
全
て

を
浸
水
操
作
し
て
し
ま
っ
た
と
の
こ
と

で
し
た
。

　

こ
の
時
は
、
ロ
ッ
ト
を
決
め
て
浸
水

等
の
操
作
を
行
う
こ
と
や
、
袋
カ
ッ
ト

等
の
や
り
方
も
、
実
践
し
て
み
せ
る
な

ど
し
て
改
善
を
図
り
ま
し
た
。

③
ぎ
ふ
清
流
Ｇ
Ａ
Ｐ
評
価
の
支
援

　
「
ぎ
ふ
清
流
Ｇ
Ａ
Ｐ
評
価
制
度
」は
、

き
の
こ
生
産
の
工
程
管
理
の
取
り
組
み

で
す
。

　

き
の
こ
生
産
者
の
方
は
、
１
０
０
を

超
え
る
項
目
に
つ
い
て
評
価
を
受
け
る

の
で
す
が
、
事
前
に
項
目
一
つ
ず
つ
に

　

読
者
の
皆
様
。
令
和
６
年
１
月
号
で
、

「
き
の
こ
振
興
セ
ン
タ
ー
」が
岐
阜
県
森

林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー
内
に
設
置
さ
れ
、

き
の
こ
に
関
す
る
様
々
な
相
談
に
対
応

し
て
い
る
活
動
事
例
を
紹
介
し
ま
し

た
。

　

今
回
も
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
事
例
の

一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

①
菌
床
し
い
た
け
施
設
に
お
け
る

夏
場
の
管
理
指
導

　

し
い
た
け
生
産
者
の
多
く
は
、
鍋

シ
ー
ズ
ン
の
始
ま
る
秋
以
降
に
、
し
い

た
け
の
発
生
が
ピ
ー
ク
に
な
る
よ
う
菌

床
の
管
理
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、「
何
か
今
年
は
、
上
手
く
発

生
し
な
い
ぞ
。
ど
う
し
て
や
。」と
言
っ

た
お
問
い
合
わ
せ
が
多
々
あ
り
ま
す
。

　

し
い
た
け
の
発
生
に
は
、
発
生
時
の

温
度
や
浸
水
等
の
刺
激
が
必
要
な
の
で

す
が
、
そ
の
他
に
も
、
春
か
ら
夏
に
か

け
て
菌
床
の
熟
度
を
増
す
た
め
に
、
ハ

ウ
ス
内
で
行
う
培
養
管
理
も
重
要
な
ポ

イ
ン
ト
で
す
。

　

近
年
、
早
く
か
ら
真
夏
日
が
計
測
さ

れ
る
な
ど
異
常
な
高
温
に
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
も
培
養
期
間
中
の
温
度
管

理
に
つ
い
て
注
意
喚
起
し
て
き
ま
し
た

が
、
森
林
研
究
所
が
試
験
的
に
高
温
に

し
た
場
合
、
と
り
わ
け
36
℃
を
超
え
た

場
合
に
、
し
い
た
け
の
発
生
量
が
減
少

散水による菌床管理

一斉に発生したしいたけ

MORINOTAYORI MORINOTAYORI 16



普及コーナー

●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
、き
の
こ
に
関
す
る
相
談
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

0
5
7
5
―
3
5
―
2
5
3
5

　
　
　
　森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー

　
　
　
　
　
　き
の
こ
振
興
セ
ン
タ
ー

　技
術
普
及
係
ま
で

「きのこ振興センター」の活動
■森林文化アカデミー　森林技術開発支援センター

　技術普及係　田中　郁男

●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
７
５
ー
３
５
ー
２
５
３
５

　森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー

　
　森
林
技
術
開
発・支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　普
及
企
画
係
ま
で

岐
阜
県
で
は
、
森
林
の
有
す
る
多
面

的
機
能
の
発
揮
と
林
業
の
持
続
的
か
つ

健
全
な
発
展
の
た
め
、
林
業
普
及
指
導

員
（
Ａ
ｇ
）
を
置
き
、
県
内
各
地
で
林

業
普
及
指
導
事
業
を
推
進
し
て
い
ま

す
。林

業
普
及
指
導
員
が
業
務
を
実
施
す

る
に
あ
た
り
、
総
合
的
な
視
点
を
も
っ

て
地
域
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、

県
内
各
地
の
普
及
活
動
の
実
績
の
発
表

と
、
普
及
活
動
全
般
に
つ
い
て
の
意
見

交
換
を
行
う
、
林
業
普
及
活
動
意
見
交

換
会
を
８
月
７
日
（
水
）
に
開
催
し
ま

し
た
。

意
見
交
換
会
で
は
、
林
業
普
及
実
績

発
表
と
し
て
、
県
内
各
地
の
事
例
が
４

件
発
表
さ
れ
ま
し
た
の
で
簡
単
に
紹
介

し
ま
す
。

発
表
１
　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
普
及
支
援

の
一
例
　
岐
阜
農
林
事
務
所

事
業
体
へ
Ｇ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
測
量
機
器
の
活

用
を
促
す
た
め
、
機
械
の
取
り
扱
い
等

に
つ
い
て
の
研
修
会
を
実
施
。
ま
た
、

導
入
済
み
の
事
業
体
に
対
し
、
活
用
に

向
け
た
支
援
を
実
施
。

発
表
２
　
可
茂
地
域
広
葉
樹
整
備
方

針
〜
シ
イ
タ
ケ
原
木
生
産
林
の
造
成
〜

　
可
茂
農
林
事
務
所

可
茂
地
域
は
原
木
シ
イ
タ
ケ
の
生
産

地
で
あ
り
、
原
木
を
地
域
で
安
定
的
に

供
給
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
広
葉

樹
施
業
の
勉
強
会
の
開
催
や
、
広
葉
樹

林
の
整
備
指
針
の
策
定
を
実
施
。

発
表
３
　
定
点
観
測
に
よ
る
き
の
こ

生
産
者
の
現
状
分
析
と
課
題
把
握
、
そ

し
て
、
課
題
に
対
す
る
普
及
指
導
１
年

目
の
取
組
み
　
恵
那
農
林
事
務
所

地
域
の
中
核
的
き
の
こ
生
産
者
へ
の

定
期
的
な
動
向
調
査
を
通
じ
、
き
の
こ

生
産
振
興
に
向
け
た
課
題
な
ど
を
把

握
。
ま
た
、
担
い
手
確
保
に
向
け
た
高

校
と
生
産
者
と
の
連
携
づ
く
り
や
、
生

産
資
材
の
供
給
不
足
・
価
格
高
騰
へ
の

対
応
に
つ
い
て
の
支
援
を
実
施
。

発
表
４
　
飛
騨
市
の
森
林
整
備
体
制

の
構
築
に
つ
い
て
　
飛
騨
農
林
事
務
所

天
然
林
の
割
合
の
高
い
飛
騨
市
に
お

い
て
、
特
定
間
伐
計
画
を
策
定
し
、
小

規
模
な
森
林
に
お
い
て
も
森
林
整
備
を

推
進
で
き
る
体
制
を
構
築
。

参
加
者
に
よ
る
投
票
で
最
優
秀
と

な
っ
た
恵
那
農
林
事
務
所
に
は
、
10
月

に
富
山
県
で
行
わ
れ
る
林
業
普
及
指
導

員
中
部
・
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
で
、
岐
阜
県
代
表
と
し
て
発
表
し
て

も
ら
う
予
定
で
す
。

森
林
技
術
開
発
・
支
援
セ
ン
タ
ー

　林
業
普
及
通
信

林
業
普
及
活
動
意
見
交
換
会
を
開
催
し
ま
し
た

ス
ク
表
を
作
成
し
、
評
価
を
受
け
て
も

ら
い
ま
し
た
。

　

評
価
後
に
、
お
伺
い
し
た
と
こ
ろ
、

「
や
っ
ぱ
り
、
紙
に
記
述
し
て
、
記
録

を
残
す
と
、
よ
う
分
か
る
な
。
や
っ
て

良
か
っ
た
な
。」と
前
向
き
な
ご
意
見
も

伺
え
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、「
き
の
こ
振
興
セ
ン

タ
ー
」は
、
き
の
こ
に
関
す
る
様
々
な

相
談
に
親
身
に
な
っ
て
対
応
し
て
い
ま

す
の
で
、
何
で
も
良
い
の
で
気
に
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

④
マ
ッ
シ
ュ
リ
ー
ダ
ー
の
養
成

　
「
き
の
こ
振
興
セ
ン
タ
ー
」で
は
、
き

の
こ
の
指
導
が
で
き
る
職
員（
林
業
普

及
指
導
員
）２
名
が
、
県
下
全
域
の
ご

相
談
等
に
対
応
し
て
い
ま
す
が
、
将
来

に
わ
た
っ
て
、
き
の
こ
の
指
導
が
で
き

る
職
員
を
養
成
す
る
必
要
も
あ
り
ま

す
。

　

そ
の
た
め
、「
き
の
こ
振
興
セ
ン

タ
ー
」の
職
員
が
講
師
と
な
り
、
き
の

こ
生
産
等
に
興
味
の
あ
る
若
い
職
員
に

対
し
て
、
講
義
や
実
際
に
菌
床
製
造
を

さ
せ
た
り
、
生
産
施
設
を
見
せ
た
り
し

て
、
３
年
間
を
か
け
て
職
員
の
養
成
も

行
っ
て
い
ま
す
。

つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
必

要
な
の
か
２
時
間
程
度
か
け
て
説
明
し

て
い
ま
す
。

　

評
価
項
目
に「
リ
ス
ク
評
価
」と
い
う

言
葉
が
数
回
出
て
き
ま
す
。

　
「
異
物
混
入
」等
の
食
品
安
全
、「
農
作

業
事
故
」等
の
労
働
安
全
な
ど
が
評
価

対
象
と
な
り
ま
す
。

　

生
産
者
は
、
日
々
き
の
こ
生
産
を
行

う
な
か
で
、
リ
ス
ク
管
理
を
実
践
し
て

い
る
の
で
す
が
、
そ
の
内
容
を
記
述
し
、

記
録
に
残
し
て
は
い
ま
せ
ん
。　

　

記
述
し
、
記
録
に
残
す
こ
と
の
大
切

さ
を
説
明
す
る
と
、
特
に
家
族
経
営
的

な
生
産
者
は
、「
そ
ん
な
こ
と
は
、
夫
婦

や
で
、
い
つ
も
気
に
し
て
話
は
す
る
し
、

記
述
し
て
も
な
～
。」と
。
ご
も
っ
と
も

な
ご
意
見
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
Ｇ

Ａ
Ｐ
の
意
義
を
根
気
よ
く
説
明
し
、
リ

リスク評価（立入禁止とネット設置）
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（
公
社
）岐
阜
県
山
林
協
会 

令
和
六
年
度
定
時
総
会
開
催

〜
新
役
員
が
決
定
し
ま
し
た
〜

山
内
　
　登

藤
原
　
　勉

可
児
　
　登

髙
井
　峰
好

林
　
　宏
優

岡
部
　栄
一

山
下
　清
司

山
川
　弘
保

佐
伯
　正
貴

水
野
　光
二

小
栗
　仁
志

都
竹
　淳
也

成
原
　
　茂

上
川
渡
福
雄

石
田
　
　仁

川
邉
　
　武

神
原
　和
義

（
下
呂
市
長
）

 （
本
巣
市
長
）

（
可
茂
森
林
組
合
長
）

（
学
識
経
験
者
） 

 ※

専
務
理
事
を
兼
務 

会
　長

副
会
長

理
　事

監
　事

（
大
垣
市
長
）

（
中
津
川
市
森
林
組
合
長
）

（
岐
阜
県
森
林
組
合
連
合
会

  

常
務
理
事
） 

（
山
県
市
長
）

（
揖
斐
川
町
長
）

（
関
市
長
）

（
郡
上
市
長
）

（
白
川
町
長
）

（
瑞
浪
市
長
）

（
中
津
川
市
長
）

（
飛
驒
市
長
）

（
白
川
村
長
）

（
飛
驒
市
森
林
組
合
長
）

新
役
員
一
覧

い
る
。
さ
ら
に
多
発
・
激
甚
化
す
る
自
然

災
害
に
備
え
た
防
災
・
減
災
対
策
の
推
進

な
ど
、
山
積
す
る
課
題
に
対
し
て
国
や
県

へ
の
要
望
活
動
を
通
じ
、
予
算
確
保
や
制

度
提
案
を
行
う
こ
と
は
当
協
会
の
責
務
で

あ
る
。
今
後
も
積
極
的
に
取
り
組
み
た
い

と
考
え
て
お
り
、
会
員
の
皆
さ
ま
の
さ
ら

な
る
ご
支
援
を
お
願
し
た
い
」と
挨
拶
が

あ
り
ま
し
た
。

　

議
事
に
先
立
ち
、
前
会
長
の
日
置
敏
明

様
へ
の
感
謝
状
の
贈
呈
と
令
和
六
年
度
治

山
林
道
工
事
等
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
が
行

　

去
る
八
月
七
日
、
岐
阜
市
内
の
ホ
テ
ル

に
お
い
て
令
和
六
年
度
定
時
総
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
、
山
内
会
長
か
ら
は
、

「
本
年
五
月
か
ら
会
長
の
大
役
を
仰
せ
つ

か
り
、
改
め
て
協
会
の
発
展
に
誠
心
誠
意

努
力
す
る
」旨
と
、「
脱
炭
素
社
会
の
実
現

に
向
け
、
森
林
の
役
割
は
益
々
重
要
視
さ

れ
て
お
り
、
Ｃ
Ｏ
２

吸
収
力
の
高
い
森
林

づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
主
伐
・
再
造
林

や
担
い
手
育
成
な
ど
を
強
力
に
進
め
る
必

要
が
あ
る
。
一
方
で
、
住
宅
資
材
な
ど
の

高
騰
が
継
続
し
、
木
材
利
用
の
大
宗
を
占

め
る
木
住
宅
の
着
工
が
大
幅
に
減
少
し
て

わ
れ
、
日
置
前
会
長
か
ら
は
、
在
任
中
の

ご
厚
情
と
ご
支
援
に
対
す
る
お
礼
と
、
森

林
・
林
業
の
諸
課
題
解
決
の
た
め
、
協
会

の
役
割
は
益
々
大
き
く
な
っ
て
お
り
、
新

会
長
を
中
心
に
さ
ら
な
る
取
組
を
祈
念
す

る
旨
の
ご
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
知
事
代
理
の
久
松
一
男
林
政

部
長
か
ら
、「
森
林
サ
ー
ビ
ス
産
業
育
成
、

Ｇ
ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
運
用
な
ど
、
新
た
な

施
策
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
今
後
も
協
会

や
会
員
の
皆
さ
ん
の
助
言
を
賜
り
な
が
ら

進
め
る
。
協
会
の
益
々
の
発
展
と
参
集
の

皆
様
の
ご
健
勝
を
祈
念
す
る
」と
お
祝
の

言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
林
野
庁

長
官
代
理
の
浜
浦
林
野
庁
治
山
課
課
長
補

佐
、
県
議
会
水
野
議
長
、
日
本
治
山
治
水

協
会
の
中
山
部
長
か
ら
も
そ
れ
ぞ
れ
ご
祝

辞
を
賜
り
ま
し
た
。

　

議
事
で
は
、
令
和
五
年
度
事
業
報
告
と

収
支
決
算
、
令
和
六
年
度
の
会
費
の
額
な

ど
の
二
つ
の
議
案
が
原
案
ど
お
り
承
認
さ

れ
た
後
、
今
年
度
は
役
員
改
選
の
年
に
当

た
る
た
め
、
第
三
号
議
案
で
新
役
員
の
選

任
を
諮
り
、
十
七
名
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

 山内会長挨拶

前会長への感謝状贈呈

久松林政部長挨拶

10月号
予定

10月1日発行イベント情報

市況情報

連載
●山の歳時記（230）
●山のおじゃまむし（397）

木と親しむ
●岐阜県の公共木造建築（139）

森林・林業技術
●研究・普及コーナー

清流の国ぎふ森林・環境税

その他

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

コラム

清流と森と親しむ
●森林と人を活かす知恵（141）

先日、林業経営を題材にしたカードゲームを体験しました。林業の仕事
をロールプレイしながら森を育て、利益を増やしていくゲームです。資本を
元手にチェーンソーや林業機械を購入し、森林整備を進めていきます。

ゲームを進めていくと、自然災害や獣害により損害が発生することもあります。利益を求める
か、獣害対策に重点を置くかなど、自分なりの森林整備の方針についてとても悩みました。
ゲームを楽しむとともに、林業経営の難しさを学びました。
今回体験したゲームの他にも、製材や林業安全に特化したものなど、特色あるカードゲーム

が数多くあるようで、他のゲームもプレイしたくなりました。
皆さまもぜひ、林業シミュレーションゲームで楽しみながら、林業に触れてみてください。

　「森林のたより」編集委員　森林活用推進課　三石　花
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10月号
予定

10月1日発行イベント情報

市況情報

連載
●山の歳時記（230）
●山のおじゃまむし（397）

木と親しむ
●岐阜県の公共木造建築（139）

森林・林業技術
●研究・普及コーナー

清流の国ぎふ森林・環境税

その他

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

コラム

清流と森と親しむ
●森林と人を活かす知恵（141）

先日、林業経営を題材にしたカードゲームを体験しました。林業の仕事
をロールプレイしながら森を育て、利益を増やしていくゲームです。資本を
元手にチェーンソーや林業機械を購入し、森林整備を進めていきます。

ゲームを進めていくと、自然災害や獣害により損害が発生することもあります。利益を求める
か、獣害対策に重点を置くかなど、自分なりの森林整備の方針についてとても悩みました。
ゲームを楽しむとともに、林業経営の難しさを学びました。
今回体験したゲームの他にも、製材や林業安全に特化したものなど、特色あるカードゲーム

が数多くあるようで、他のゲームもプレイしたくなりました。
皆さまもぜひ、林業シミュレーションゲームで楽しみながら、林業に触れてみてください。

　「森林のたより」編集委員　森林活用推進課　三石　花

森林・林業関係イベントカレンダー（9月〜10月） 林業者向け

開催日 行事名等 内　容　等
（概要、定員、受講料、申込期限など）

場　所
申込（問合せ）先／ TEL 

9月19日㈭ 造林作業の指揮者等
安全衛生教育

●講習時間：8:50~16:50
●申　込：開催日の20日前まで
●受講料：11,200円（本代含む）（振込み）
●定　員：30名（定員になり次第締め切ります。）

ぎふ森林文化センター（岐阜市六条江東2-5-6）

林材業労災防止協会　岐阜県支部 
電話 058-275-0192　FAX 058-201-1195

9月26日㈭ 作業計画作成のための
安全衛生教育

●講習時間：9:00~16:30
●申　込：開催日の20日前まで
●受講料：13,420円（本代含む）（振込み）
●定　員：30名（定員になり次第締め切ります。）

ぎふ森林文化センター（岐阜市六条江東2-5-6）

林材業労災防止協会　岐阜県支部 
電話 058-275-0192　FAX 058-201-1195

10月10日㈭ 刈払機取扱作業者
安全衛生教育

●講習時間：学科　9:00~15:20
　　　　　　実技　15:30~16:30
●申　込：開催日の10日前まで
●受講料：11,550円（本代含む）（振込み）
●定　員：30名（定員になり次第締め切ります。）

ぎふ森林文化センター（岐阜市六条江東2-5-6）

林材業労災防止協会　岐阜県支部 
電話 058-275-0192　FAX 058-201-1195
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TEL 058－215－0681   FAX 058－215－0682

軽量・経済的！！
山林作業道の足場確保に活躍中です。

〒701－0213 岡山市南区中畦1186
TEL.086－298－2281
FAX.086－298－2121
e-mail  order@ripro.co.jp
ホームページ／www.ripro.co.jp

Wボート 超軽量＆取っ手付で
人手削減！ 最小限の人員で設営・撤去できます。
騒音緩和！ 素早く軽快に設営・撤去できます。
コスト削減！ クレーンなど重機不要、輸送費も減らせます。

強靭な耐荷重＆しなやかで加工も可能
信頼性抜群 荷重・曲げ・衝撃にも強靭です。
曲がっても復元

国土交通省NETIS 登録番号
（新技術情報提供システム） CG-15003-A

下地追従性に優れ、様々な土地に対応します。

㈹

その他山用グッズ多ございます。
ご要望の方は、お気軽にお問い合わせ下さい。
総合カタログ無料発送いたします。

樹脂製敷板

「全面緑化」のり枠工で、防災・環境保全に貢献します。

http://www.ibiden-greentec.co.jp
TEL 0584-81-6111　FAX 0584-74-1971

国土交通省NETIS
「平成30年度 推奨技術」

累計施工実績

100万㎡以上!

緑豊かな森  林づくりもり

B S C 工法 微細藻類の力で、

人の健康 ・ 地球の環境保全に貢献します。

土壌藻類資材 （BSC-1） を散布することで、
バイオロジカル ・ ソイル ・ クラストを形成し、
侵食を防止して早く植生遷移をスタートさせる工法です。

土壌藻類を活用した環境にやさしい

表面侵食防止工法

本 社 ：〒501-6255 岐阜県羽島市福寿町浅平 1 丁目 32 番地

TEL ： 058-393-0500
URL ： https://bsc-method.com/ 国土交通省 NETIS ： OK-170002-VR

自然侵入促進工法 ： 特許第 6734500 号
周辺環境に
応じた植生遷移を促進

在来種への
環境影響を回避

土壌表面の
侵食を防止

B S C 工 法 の 効 果

土

B S C

表 面 流

拡 大 イ メ ー ジ 図

BSC とは？ ハイドロシーダー ヘリコプター

市況

（　　　　）

（　　　　）

（　　　　）

（　　　　）

（　　　　）

（　　　　）

（　　　　）

外材市況（7月期）

樹　種 規　　格 価格 前月比較

米　松
SSタイプ

コースト（目荒）
ヘム（アラスカ産）

ポール
米　栂
米ひば

日刊木材新聞調べ 名古屋標準相場（径級は30㎝上、米松コーストのみ大阪相場）

※日刊木材新聞調べ（名古屋標準相場　全てKD材）

単位：円

単位：100円（1㎥当たり）

製品卸売標準価格（7月期）

（本（枚）単価）樹種

ス 

ギ

ヒ
ノ
キ

集
成
材

Ｗ
ウ
ッ
ド

用途

柱
間柱
土台

柱

柱

前月
比較

等級
長 巾 高
寸法（mm）

3000

3000

4000

3000

6000

3000

3000

68,000

70,000

78,000

73,000

150,000

91,000

98,000

→

→

→

→

→

→

→

105

105

105

120

120

105

120

105

30

105

120

120

105

120

１等
１等
特等
特等
特等
国産５層

国産５層

　スギ4ｍの元木、尺上良材は、入札多数であるが価格は伸び悩みで保
合。スギラミナ向け3ｍ・4ｍ材は保合。ヒノキ良材4ｍは入札旺盛で活気
あり、価格は保合。ヒノキ3ｍ・4ｍ構造材も価格は保合で推移。合板向け
は、引き続き住宅着工などの伸び悩みにより製品の荷動きが鈍く弱基調。
製紙向けパルプ材、発電向け未利用材ともに原木不足感が強く需要高。

（岐阜）

　ヒノキやスギ並材は横ばいで推移。広葉樹は出材も多く良材は応札盛
況 だが 並 材 は 価 格 が 伸 びなかった 。高 値 はヒノキ 4ｍ×4 4 c m
＠107,700円、ヒノキ4ｍ×46cm＠96,700円、ヒノキ4ｍ×46cm
＠97,600円、ヒノキ2ｍ×50cm＠87,600円、クリ2.1ｍ×40cm
＠33,300円、クリ3ｍ×58cm＠46,000円、クリ4ｍ×36cm＠30,000
円、ナラ2ｍ×44cm＠41,000円、マクルミ2.1ｍ×44cm＠36,200円。

（飛騨）

　ヒノキ役物良材には応札多数で活気づいたが、構造材向けは当用買い
中心で価格に伸びは見られず。３ｍ柱向（14cm～26cm）は価格保合。 
４ｍ中目、土台向けも引き合いはあるが保合。スギ中目、尺上、元木良材
は、価格保合で推移。目荒等並材は価格伸び悩み売りづらさは継続。4ｍ

（24cm以上）の構造材も保合で推移、同３ｍも保合継続。スギ６ｍ長柱向
け（18cm～22cm）は各方面から要望があり、造材をご検討下さい。合板
向けは弱基調。ラミナ向けはスギ、ヒノキともに活発な動きあり。（東濃）

【商況】

こ れ っ て な あ に ？ ～ 木 材 用 語 ～

スライサーで平盤を薄く削いだ化粧用単板。単板の厚さは0.2～ 1.2ｍｍ程度
で、薄づきは0.2～ 0.3mmのものが多く、厚づきは0.6～ 1.2mmあり、厚
ものほど高級品と呼ばれている。通常、柾目どりで、柱角や造作材の化粧用
として表面貼りされることが多い。

木材市況　県森連　岐阜・飛騨・東濃林産物共販所
単位：円（1㎥当たり）

回　　数
共販所名

長さ 径 平均値 高値 気配樹種

第1860回

8月6日

8月7日

8月1日

岐
阜
共
販
所

第1453回

飛
騨
共
販
所

す
　
ぎ

ひ
の
き

す
ぎ

ひ
の
き

ひ
め
こ

くり

す
ぎ

ひ
の
き

ま
つ

16～18㎝

16～18㎝

20～22㎝

24～28㎝

30㎝以上

16～20㎝

16～18㎝

20㎝以上

16～22㎝

24～28㎝

30㎝以上

16～18㎝

16～22㎝

24～28㎝

30㎝以上

16～18㎝

20～22㎝

24～28㎝

30㎝以上

16～20㎝

24～30㎝

30～38㎝

40㎝以上

24㎝以上

16～22㎝

24～28㎝

30㎝以上元

16～22㎝

24～28㎝

30㎝以上元

13㎝以下

24～28㎝

30㎝以上元

18～22㎝

22～28㎝梁

30㎝以上元

－

－

－

－

－

－

－

－

－

51,300

－

－

－

－

－

－

－

107,700

－

－

－

30,000

－

－

28,000

－

－

－

－

－

93,000

－

－

－

14,600

14,000

15,000

15,000

13,000

18,000

20,900

18,800

20,700

19,000

18,900

－

14,500

14,800

12,000

21,000

20,300

19,100

19,000

25,000

11,000

11,000

－

15,000

14,300

14,800

15,000

20,500

19,000

25,000

10,000

19,300

26,000

29,500

－

11,000

第1787回

東
濃
共
販
所

木材市場

396
428
468
－

→

→
→
－

2,249

662

3,440

3,154

12,960

3,000

4,200

（参考）日刊木材新聞社　木材・建材用語辞典※単価は直材価格､但し平均値は並材二番玉価格。 気配は、前回市との比較。

m3当り
価　格

→

→

→

→

→

→

→

→

→

→

→

→
→

→

→

→

→

→

→

→
→

→

→

→

→

→

→

→

→

→

→

→

→

→

→

→

突き板
つ いた

3ｍ

4ｍ

6ｍ

3ｍ

4ｍ

6ｍ

3ｍ

4ｍ

3ｍ

4ｍ

6ｍ

4m

5m

4ｍ

3ｍ

4ｍ

3ｍ

4ｍ

6ｍ

4ｍ

MORINOTAYORI MORINOTAYORIMORINOTAYORI 2020


